
　　令和５年度　高知県困難な問題を抱える女性への支援に関するニーズ調査のまとめ 〈高校生〉 人権・男女共同参画課

＜調査概要＞
（１）調査対象（有効回答数）
　 ①高校生   …県内高等学校の女子生徒   （   804人）
　 ②大学生   …県内大学の女子学生　　　　 （     56人）
　 ③一般女性…県内在住の20歳以上の女性（1,000人）

（２）調査方法
　 ①郵送による紙面調査
　 ②WEB上のフォームによるアンケート調査
　 ③インターネットを活用したアンケート調査

（３）調査期間   令和５年７月10日～31日
＊回答結果の割合はそれぞれ小数点以下第２位を四捨五入したものであるため、
　 合計値が100％にならない場合がある。　
＊大学生は有効回答数が少ないため参考値とする。

　〈Ⅰ〉 高校生及び大学生の調査結果概要

4.6 

2.9 

1.6 

1.5 

1.0 

1.0 

1.0 

0.6 

0.2 

0.1 

0.1 
83.0 

3.5 

0.6 

4.0 

12.5 

7.1 

3.6 

5.4 

5.4 

5.4 

8.9 

1.8 

3.6 

0.0 

1.8 

64.3 

0.0 

3.6 

0.0 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 

家族や同居人等からの心理的暴力

家族や同居人等からの身体的暴力

家族の障害や疾病

自身の障害や疾病

デートＤＶ

他人からの性暴力・性犯罪被害（直接的な被害）

ストーカー被害

経済的な困窮

望まない妊娠（妊娠したかもしれない不安などを含む）

家族や同居人等からの性的暴力

他人からの性暴力・性犯罪被害（インターネットを通じた被害）

特にない

答えたくない

その他

無回答高校生 大学生

（％） ①これまでに抱えたことのある悩み（複数回答）
　（Ｎ=高校生804、大学生56） 

②どのような相談を受け付けているか知っている相談機関（複数回答）
　（N=高校生804、大学生56）

　「どれも知らない」…高校生67.8％、大学生12.5％

 ③自分や周囲の悩みを誰に（どこに）相談したか（複数回答）
　（高校生Ｎ=177、大学生N=30） 
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匿名で相談できること

24時間いつでも相談できること

SNS広告で相談窓口を紹介する

メールやチャット、SNSで相談できること

同性に相談できること

相談窓口を周知するパンフレット等を学校で配布する

同じ境遇の人と会ったり話したりできること

若年層の気持ちに寄り添ってくれること

学校の授業で相談窓口を紹介する

テレビCMで相談窓口を紹介する

夜間（22時以降）に相談できること

土日に相談できること

大型商業施設やカフェ等で相談できること

その他

無回答

（％）
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相談するようなことがなかった

相談するほどのことでないと思った

相談する勇気が出なかった

相談した後の影響が不安だった

相談しても思うような対応が期待できないと思った

相談するよりも早く忘れたいと思った

自分にも悪いところがあると思った

相談先を知らなかった

その他

無回答

（％）
 ④相談しなかった、できなかった理由（複数回答）
　（高校生Ｎ=255、大学生N=9） 

 ⑤相談機関に相談しやすい状況にするための広報や体制
　（高校生Ｎ=804、大学生N=56） 

● 未成年者を含む女子学生・生徒が、家庭内での暴力や、性暴力など、深刻な人権侵害を受けている
● 相談機関については高校生の７割弱が認識していないことから、深刻な被害であっても一人で我慢したり、抱え込んだりしているケースが想定される
● 身近な相手に悩みを相談することはあるが、「どこにも相談したことがない」という回答も高校生で約３割を占め、公的機関や専門機関に相談することは
　  発想しづらいことがうかがえる
● 相談しなかった理由としては「相談するほどのことではないと思った」が多いが、どのような悩みについてそう感じたのかは、この調査では分析できない
　  深刻な被害になる前に相談につながるためには、ちょっとしたことでも誰かを頼ったり、助けを求めて良いという社会の雰囲気を醸成することが必要
● 相談機関に相談しやすい状況にするためには、相談方法では「匿名で相談できる」「24時間いつでも相談できる」「メール、チャット、SNS相談」のニーズ
　  が高く、広報の方法としては、「SNS広告」「学校での啓発物の配付」という回答が多い

　　令和５年度　高知県困難な問題を抱える女性への支援に関するニーズ調査のまとめ 〈高校生〉 人権・男女共同参画課

　＜高校生及び大学生の調査結果まとめ＞
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　〈Ⅱ〉 一般女性の調査結果概要
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雇用者のうち役員、2.0%
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 ②就業上の地位 

高知市, 
61.5%

安芸広域圏, 3.9%

南国・香美広域圏,
 12.9%

嶺北広域圏, 0.3%

仁淀川広域圏, 5.6%
高吾北広域圏, 1.6%

高幡広域圏, 4.0%
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圏, 
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答えたくない, 2.4%
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 ③居住地域 

15.1 
13.4 

11.5 
11.4 

7.2 
7.1 
6.1 
6.0 
5.2 
4.0 
3.9 
3.1 
2.6 
2.3 
2.1 
0.9 

52.2 
5.0 

1.7 

0 10 20 30 40 50 60 

家族の障害や疾病
離婚問題・家庭不和

自身の障害や疾病
配偶者やパートナー、元配偶者からの心理的暴力（大声で...

配偶者やパートナーからの経済的暴力（生活費を渡して...
経済的な困窮（食品や生理用品など生活に...

配偶者やパートナーのアルコール依存、ギャンブル依存、借金問題
配偶者やパートナー、元配偶者からの身体的暴力...

配偶者以外の家族、同居人からの暴力...
ストーカー被害

デートＤＶ（恋人間の暴力）
家族以外の他人からの性暴力・性犯罪被害...

住居問題（住む場所がない、失う可能性があるなど）
配偶者やパートナー、元配偶者からの性的暴力

望まない妊娠（望まない妊娠をしたかもしれない不安などを含む）
家族以外の他人からの性暴力・性犯罪被害...

特にない
答えたくない

その他

（％）
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こうち男女共同参画センター「ソーレ」

児童相談所

高知県女性相談支援センター

各市町村にある社会福祉協議会

高知県思春期相談センターＰＲＩＮＫ

性暴力被害者サポートセンターこうち

性犯罪・DV・ストーカー等相談電話

高知あいあいネット

にんしんSOS高知みそのらんぷ

DV相談プラス

性暴力に関するSNS相談「キュアタイム」

どれも知らない

（％）
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 ④これまでに抱えたことのある悩み（複数回答）
　（Ｎ=1,000） 

⑤どのような相談を受け付けているか知っている相談機関（複数回答）
　（N=1,000）
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友人・知人

家族

相談機関

ＳＮＳ等を通じて知り合った人...

その他

どこにも相談したことがない

相談できる相手がいない

（％）
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 ⑥自分や周囲の悩みを誰に（どこに）相談したか（複数回答）
　（Ｎ=627） 
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相談するようなことがなかった...
相談するほどのことでないと思った

相談しても思うような対応が期待できないと思った
相談する勇気が出なかった

相談した後の影響が不安だった...
相談先を知らなかった

相談するよりも早く忘れたいと思った
自分にも悪いところがあると思った

その他

（％）
 ⑦相談しなかった、できなかった理由（複数回答）
　（Ｎ=356） 
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相談するほどのことでないと思った

相談しても思うような対応が期待できないと思った

相談する勇気が出なかった

相談した後の影響が不安だった（周りに
知られる、被害がより大きくなるなど）

相談先を知らなかった

相談するよりも早く忘れたいと思った

自分にも悪いところがあると思った

その他

全体
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60歳以上

（％） ⑧相談しなかった、できなかった理由（複数回答）
　（Ｎ=356） 
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（％） 　＜ 一般女性の調査結果まとめ＞

● 約５割の方が「何らかの悩みを抱えたことがある」と回
　　答し、その内容は、家族や自身の障害、離婚問題、心
　　理的DVなど幅広い

● 相談機関については、認知度が５割を超える施設も
　　あるが、「どれも知らない」という回答も約３割

● 相談した相手は、友人や家族が多く、「どこにも相談した
　　ことがない」という回答も約３割

● 相談しなかった理由としては「相談するほどのことではな
　　いと思った」が多いが、次いで「相談しても思うような対
　　応が期待できないと思った」という回答が多く、行政への
　　不信感がうかがえる

● 相談機関に相談しやすい状況にするためには、全体で
　　見ると、相談方法では「24時間いつでも相談できる」、
　　「匿名で相談できる」、「メール、チャット、SNS相談」と
　　の回答が多い。広報の手段では、「メール、チャット、
　　SNS相談」のニーズが高く、広報の方法としては、「SN
　　S広告」「カードやチラシの配付」という回答が多い

● 年代別に見ると、20歳代、30歳代では「メール、チャッ
　　ト、SNS相談」や「SNSでの広告」のニーズが高く、50
　　歳代、60歳以上では「カードやチラシ、パンフレットの配
　　布」が支持されている。年代に応じて、相談方法や広報
　　の手法を検討することが効果的と言える

 ⑨相談機関に相談しやすい状況にする
　　ための広報や体制
　（Ｎ=1,000） 

5


